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352　 　 　 土 壌か ら分離 した寒天 分解菌における細胞外アガラ
ーゼ

　　　　　　 （関 東学院大 ・工 、＊ ヒゲ タ醤油 ・研）

　　　　　　O 江戸友美、川上純
一、信太治＊ 、村山肇子

【目的 】海藻 の有用 成分抽 出の 前処理 、ア オサ な ど環境 問題 とな っ て い る 海藻の 処理 、

実験 室 な どで 廃 棄され る寒 天 の 処 理 、 分子 生物学実験過 程 で の 使用 な ど種々 の 用 途が考

え られ る アガ ラーゼ の 開発 を 目的に 、 ア ガラ
ーゼ 生産菌 の 分離 を試み 、そ の 酵 素化学的

性質を明 らか に したの で 報告す る 。

【方 法及 び 結果 】有用 土 壌微生 物 の ス ク リー
ニ ングを行 っ て いた 処、寒天 分解活 性の 高

い 細菌が 1 株分離 され k5 と名付けた。　 k5 株は極鞭毛 に よ る運動性 を有す る グラム 陰性

桿菌で 、系統解析 の 結果 か ら Celtvibrio属 に 属す る細 菌で ある と考 え られた 。 寒天 と そ の

モ ノマ ーで あ る ガラク ト
ー

ス を唯
一

の 炭素源 と して 利用 す る こ とか ら、寒天の 主 成分で

あ るア ガ ロ
ー

ス を基 質 と して 培地 中の 寒天 分解活性 を測定 した と こ ろ 、分解活 性 に リン

酸の 存在 を必 要 と しな か っ た の で 、培地 中の 細胞外寒天 分 解酵素は ホ ス ホ リラ
ー

ゼで は

な く アガ ラーゼで あ ろ う と考え られた 。 細胞外 ア ガ ラ
ーゼ は従 来報告 され て い る 海洋性

の もの に 比 べ 高い 活性 を示 した 。 本酵素の 特性など に つ い て も報告す る 。
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353　　　　出芽酵母 の rs−1 ，
6 −glucan 合成 に 関わ る生 育 に 必 須 な遺伝子 の

　　　　　　 探索 　　　　 （大阪市大 ・工 、

＊ McGill　Univ ．）

　　　　　　 ○東　雅之 、

＊ Howard 　Bussey 、 大 嶋　寛

【目的】出芽酵母の 細胞 壁構成成分β一1
，
6 −glucan 生合成 に 関連す る遺伝 子 と

して こ れ まで に KRE 遺伝子 等が 報告され て い る が そ の生 合成は い まだ不 明 な

点 が多 い 。 我 々 は 真菌特有の β一1
，
6 −glucan 合成経路 を抗 真菌剤の ス ク リー ニ

ン グター ゲ ッ トと と らえ 、 β一1
，
6 −glucan の 生合成 に 関与 し生育 に 必須 な遺 伝

子 を探索 し た 。

【方法及 び結果】Saccharomyces 　Genome 　Deletion　Consortium 保有 の 各遺

伝子 の 欠失株 の 中で 生 育に 必須な 遺 伝 子の 2 倍体雑種 を用 い 、 浸透圧 保護剤 を

加 えた培 地 上 で 四分 子 分析 を行 っ た 。 生 育で きた
一

倍体 の 遺 伝 子 欠 失株 つ い て

細胞 壁 の β一ユ，6 −glucan を認識 し細胞毒性 を示 す K1 キ ラ ー トキ シ ン に対 す る

感 受性を調 べ た 。 そ の 結果 big　1 欠 失株 で は トキ シ ン に対 して 完全 に抵抗性 を

示 し、 本株 の 細胞壁 成分の 分析で は ア ル カ リ可溶及 び 不溶 β一1
，
6 −glucan 量が

ともに 野 生株 の 約 5 ％ まで 減少 して い た 。 また Biglp の 細胞 内で の 局 在性 を 解

析 し、 そ の 役 割 につ い て 考 察 したの で 報告 す る 。
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